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災害時に有効となる防災啓発と地区防災計画
～住民と自治体職員が手を携え、早期復興を目指すために～

１，研究の背景と目的
⑴ 近年の災害直後の状況
ア、 物資の搬入が計画どおり進まない。
イ、 ボランティアなど外からの支援の手が届くまで数日を要する。
ウ、 人命救助、食料、住居、医療、衛生、防犯、心のケアなど、現地でのマンパワーが不足。

エ、 避難所運営に職員数を取られ、応急対応業務が滞る。
ライフライン復旧・復興の遅れで不安感、特に就業者の地元離れ。（地元を離れれば帰れないケースも）

⑵ 南海トラフ地震→徳島県南部は震度６強～７の揺れ 東日本大震災の２０倍規模の被害想定（内閣府防災情報のページ）

ア、 自治体職員自体も被災。数日～数週間は１００％に近い参集率は不可能。
イ、 徳島県南部の啓開ルートに距離があり、国道５５，１９３号がひどく損傷している場合、支援の遅れの可能性。
ウ、 南海トラフ半割れ、一部割れなど広域での災害が予測される場合、避難の検討や警戒体制状況に混乱。
・早期復旧・復興にはマンパワーが必要不可欠。救助やボランティアが道路状況により現地入りできないケースがある。
陸の孤島となった場合、自治体職員と住民で暫くの間乗り切らなけばならない。

避難所運営を住民に委ねる手段については適当であるのか？

⑶アンケートを実施
住民は自ら避難所運営をすることについてどう考えているのか。
自分たちの力で災害を乗り越え、自立しようとする気持ちがあるか、
役場職員に依存する傾向があるかをあきらかにすることを目的として調査する。



実施日 団体名 年齢(代） 人数

１ R5.1１.1１ A団体（図２） ３０～６０ ９名

２ R5.12.12 Bサロン（図３） ５０～８０ １２名

３ R5.12.17 C高等学校 １８歳以下 ９名

A団体防災WSの様子 Bサロン防災WSの様子

アンケート対象３団体

※ アンケート対象団体について

Ａ団体：ボランティア団体に所属
しており奉仕精神が高い
Ｂサロン：ハザードマップ上で津
波浸水区域の住民である
（昭和南海地震での被災者も）

Ｃ：地元高校ボランティア部

C高等学校に対しては学校及び生徒に配慮し、聞き取り調査のみとした。



項目 住民 役場 項目 住民 役場

１ 行方不明者の捜索 ６ 子供や高齢者の話し相手

２ 全国から届いた支援物資
の仕分け

７ トイレ掃除

３ 初期消火 ８ 罹災証明の受付
４ 避難所運営（主体） ９ BCPの策定
５ 炊き出し 10 災害対策本部の立ち上げ

0%
20%
40%
60%
80%

100%
120%

住民が出来ること ２団体の比較

A団体 Bサロン

0%
20%
40%
60%
80%

100%
120%

役場職員がすること ２団体の比較

A団体 Bサロン

①どの項目であれば住民が対応できると考えているかを調査（役場職員がすること、住民がすることと思うことにそれぞれ〇を付ける）

結 果



項 目 ア イ
問
１

親しい知り合いがお弁当を30食
届けてくれたが、避難所に４０
人は居るようだ。

お弁当を配る お弁当を配らない

問
２

ペット同行避難は避難所の中に
動物を持ち込んでも良いという
ことではないが、両親とも行方
不明の子供が、飼い犬を避難所
の体育館に入れようとしている。

ペットも体育館に
入れる

ペットは体育館の
中に入れない

問
３

自宅避難でも、最寄りの避難所
へ登録すれば物資の配給はある
が、一人で家に居るのが不安だ
と、避難所での生活を希望して
いる高齢者がやってきた。

避難所へ受け入れ
る

避難所へ入れず、
そのまま自宅避難
してもらう

問
４

避難所の体育館が寒い。役場職
員が毛布を妊婦や幼児、持病の
ある人に配布している。残りあ
と数枚程度。そこへ元気そうに
見える人が「体調が悪いので毛
布が欲しい」と訴え、騒動に
なっている。

毛布を渡してあげ
れば良いと思う

毛布は渡すべきで
はないと思う

問
５

地域の避難所に到着したが、役
場職員はまだ誰も来ていない。
受付も全くされておらず、住民
が多数押し寄せ騒動になってい
る。

避難所の開設を引
き受ける

自治体職員が来る
まで待つ

問6 避難所運営のため、役場から数名来て対応に当たっているが相当忙しそ
うだ。今日罹災証明を提出にいった田中さんから、朝9時から並んで書類
が受理されたのが午後４時だったと疲れていた。役場職員も同じく被災
や諸事情で半数が出勤していないとのこと。どうすればうまくいくか
（自由記述）

② クロスロードゲーム 避難所での出来事 （どの項目で意見が分かれるか＝もめ事になる可能性を調査）

結 果
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災害に対するアンケート

あてはまるものに○を入れて下さい。
※ 問１と２については複数選択でも構いません。

１ 災害に立ち向かうために必要なものは何だと思いま
すか。
・行政（国や県、役場職員など）の力
・自助・共助など自分や近所の人の力
・他からのボランティアの力
・その他（

２ 避難所の運営は誰がすればよいと思いますか。
・行政（役場の職員など）
・地元住民
・他からのボランティア
・その他（

３ 想定外の規模の大災害発生で、役場職員が多数不明
他から支援の手も届かない、ご自身も被災してい
る状況下でのボランティアは可能ですか。
・どちらかというと可能
・どちらかというと不可能

４ ３で可能と答えた方にお聞きします。具体的にどの
ようなことが可能とお考えですか。

ご協力ありがとうございました
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３，災害時のボランティアは可能か（単一回答）
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③ 災害に関するアンケート 結 果



WSおよびアンケート結果から住民の考えを読み解くと・・・

被災時のボランティアについて
・現時点では非常に前向きである。出来ることは自分達でしようとする意欲が見られる。しかし、
１０，２０年後も同じように動けるのか、高齢者は不安を抱えている。
高校生からは「コミュニケーションが得意なため、高齢者や外国人の気持ちを汲み取れるよう

対話をする」「体の鍛錬をしており体力に自信があるため、重い物資の搬送・不明者の捜索も視
野に入れている」など、具体的で現実的な回答があり、意欲的と判断した。

自助・共助・公助についての考え方
・災害から身を守るためには自助と共助が最も大切であると理解している。

町外からの受援について
・田舎独特の人見知りの可能性がある。

避難所及び運営について
・運営は地域の実情をよく知る住民が適当である。
・役場職員に依存しているわけではないが、出来れば運営を主導して欲しいという希望がある。
・町外からのボランティアに対して消極的である。（知らない人への人見知りは田舎独特）
・ペット問題に意見の相違がみられる
反省点 今回のアンケートでは、無関心層の意見があまり反映されていない。

災害のたびに報道されているペット問題について、次ページで考察する



項 目
する
（して
いる）

しない
（してな
い）

災害時のペット用品を準備しているか 10 16
基本的なしつけをしているか 18 8
ペットの避難についての講座に参加希望か 13 13

ペットと一緒に避難 ２１人
ペットは自宅へ置いていく ３人
安全に避難できる場所確保している １人
その他（その時の状況による） １人
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基本的なしつけ

ペットの避難についての講座に参加希望か

ペットのための災害準備
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災害時ペットの扱いについて

ペットと一緒に避難
ペットは自宅へ置いていく
安全に避難できる場所確保している
その他（その時の状況による）

災害時に必ず問題となる避難所でのペット問題。飼い主にとっては家族同様のペット。、受け入れ等は避難
所の意向に委ねられており、具体的な決定事項のない避難所も多い。同行避難と同伴避難の違いの理解や、
常時からしつけや予防接種など最低限のルールを守ることへの啓発が必要である。
最近増えつつある多頭飼いについても、注視すべきであると考える。

ペットに関するアンケート

ペットのための災害準備について R4調査

災害時のペットの扱いについて



結 論

住民は「自らの力により災害を乗り越えたい」とする考えが強いことから、多数の役場職員を動員しなくても、住民主導
の避難所運営は可能であると結論づけた。
ただ、現時点では実行困難であるため、それに向けた手段を講じる必要がある。

具体的な計画

フェーズ１として自主防災組織単位へイベント型WSで啓発を行う。
①知識のある方へは知識の上積みで避難所運営の中心となる人を養成。
②防災に無関心であった人へは身近な問題として興味を持って貰う。

フェーズ２として自主防災組織単位での地区防災計画の策定を促す。
特に避難所運営の項目については、
①避難所運営に混乱を来すと考えられる問題については何かを抽出し、
方向性を決め、多数の合意をしていただく。
②近所の一人暮らしや要配慮者家庭の認識
③医師、教員、重機などの免許を有している、または職業や趣味などでスキル持っている人など、組織の中で“何が出
来るか、誰が出来るか”の共通認識を持つ。

フェーズ１，２を合わせ年間計画とし、長期計画として１０年間繰り返し行うことで、即対応可能な避難所運営を可能とす
るよう訓練と話し合いを重ねる。また、同じ避難所を数組織の自主防が使用することも考慮し、自主防の長の話し合い
や、合同練習も行う。



（年間計画表）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

イベント型
WSの募集
と受付期間
地区防災計
画の提案
イベント型
WSの開催
講演会

避難訓練

地区防災計
画の策定

イベント型WSの募集、各自主防災組織への地区防災計画策定の促進 4月初旬
イベント型WS 受付期間 ４月初旬～１１月末日
イベント型WS開催期間 ４月下旬～１２月２７日
徳島大学・ボランティア団体講師による講演会及び講習会 １１月
自主防災組織単位の避難訓練 １２月
地区防災計画の策定若しくは見直し ６～３月

自主防災組織（会）へのイベントWSと地区防災計画の策定について



地区防災計画（長期）
初年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 10年 10年

以降
備考

地区防災計
画の策定

1か月に
１．５

地区防災計
画のモデル
指定
地区防災計
画の改訂
要支援者に
対する計画
の実効性の
可否
行政等指導
による避難
所運営訓練
自主防によ
る避難所運
営訓練

・自主防災会８５組織（海陽町地域防災計画によるR2.3.31修正）
・地区が密接している自主防災会については、共同開催も可能
・早期に策定・改定している自主防災会の長（等）は、モデル地区として他の自主防災会の計画
時に模範的サポートをしていただく。



まとめ ～譲り愛、助け愛の心～

住 民

〇共助の精神を持ち寄ること → 多数の命を救う最大の手段
近隣関係を強化 → 直接死・関連死、犯罪被害も最小限に抑えられる

〇避難所での暮らしやすさを追求するには→共通認識を持つことが重要
トラブルになると予測される事項 例）簡易トイレの使用方法、ペット問題など
最低限のルールの設定で、スムーズな避難所運営ができる

職 員

避難所運営業務の最少人数 → 他の応急対応業務を迅速に進められる
・被災職員は自身の生活基盤の立て直しの余裕ができる
・職員同士の協力体制もスムーズ

結果 住民も職員も心身の負担が軽減できる
そのための地区防災計画の構築は急務

誰もが運営
しやすく、
過ごしやす
い避難所

復旧復興に向け
スピードアップ



提 言

誰もに優しい避難所運営のために

避難生活に余裕が生まれるまでの間、避難所でのボランティアに携わる住民を、地域消防団の援助隊と
して位置づけする提言。（報酬や補償を提供し生活基盤を作る）

理 由
建設作業者や医療スタッフ、捜索隊など専門職→制度あり
避難所でのボランティア→明確な制度が不明
被災者は収入を失い困窮状態
危険を伴う作業なども（感染症など）

結 果
・多数の人員を確保できれば、避難所での1人当たりの
作業負荷も軽減され、 結果的に避難所の運営改善に
もつながる。

・被災地での生活は困難を伴うが、自治体からの情報提
供も受けやすく、証明書などの提出も、他県、他町に
居住するよりは迅速に行える。

・住民の所在がわかりやすい。
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